
I N F O R M A T I O N日
時
●
1
月
19
日
水

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
●
長
野
県
行
政
書
士
会
館

相
談
内
容
●
相
続
手
続
・
遺
言

の
手
続
、
各
種
契
約
書
、
権
利

義
務
関
係
等
の
手
続
、
成
年
後

見
等
日
常
生
活
に
お
け
る
諸
手

続電
話
相
談
●
時
間
内
同
時
受
付

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
行
政
書
士
会

　

☎
0
2
6
‐
2
2
4
‐
1
3
0
0

　

人
と
森
林
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、生
活
を
よ
り
豊

か
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
指

針
を
学
び
ま
す
。

日
時
●
1
月
23
日
日　

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

会
場
●
茅
野
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
●
日
本
列
島
に
お
け
る
人

間
と
森
林
の
歴
史
②

申
込
締
切
●
1
月
17
日
月

参
加
費
●
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
●
N
P
O
法
人

八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会（
井
村
）

　

☎
７
６
‐
６
８
８
５

　

休
日
を
利
用
し
た
個
別
就
農

相
談
を
行
い
、新
規
就
農
者
の
掘

り
起
し
、ま
た
、諏
訪
地
域
の
農

業
振
興
を
図
り
、就
農
を
希
望
す

る
方
に
、農
業
の
基
本
的
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま

す
。

募
集
対
象
者
／
●
諏
訪
地
域
で

本
格
的
に
農
業
を
始
め
て
み
た

い
方
。

開
催
日
●
／
１
月
30
日
日

会
場
●
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
す
わ

こ
営
農
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
●
／
１
月
21
日
金

※
完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
諏
訪

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
間
は
、
一
人
１
時
間
程

度
で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●
諏
訪
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー　

　

☎
５
７
‐
２
９
３
２

　

社
団
法
人
茅
野
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｓ

Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
武

田
徹
さ
ん
の
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

開
催
日
●
／

　

２
月
８
日
火 　

午
後
３
時

会
場
●
富
士
見
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ
先
●
（
社
）
茅
野

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
３
‐
０
２
２
４

　

諏
訪
市
に
あ
る
長
野
県
福
祉

大
学
校
で
は
、
来
年
度
の
保
育
学

科
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

出
願
期
限
●
１
月
21
日
金

募
集
人
員
●
25
名
程
度

試
験
日
●
２
月
１
日
火

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
福
祉
大
学
校

　

☎
５
７
‐
４
８
２
１

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、春
休
み
に
青
少
年
を

対
象
に
国
際
交
流
事
業
を
開
催

し
ま
す
。こ
れ
は
、体
験
を
通
し

て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深

め
、国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

期
間
●
３
月
25
日
〜
４
月
４
日

の
内
、
10
日
間

内
容
●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
・
野
外
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
文

化
交
流
・
地
域
見
学
等

派
遣
先
●
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ

ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ

ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

フ
ィ
ジ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

対
象
●
小
学
２
年
〜
高
校
３
年

参
加
費
●
30
万
円
〜
40
万
円

（
共
通
経
費
３
万
円
は
別
途
）

応
募
締
切
●
２
月
4
日
金

事
前
説
明
会
●

松
本
会
場　

１
月
22
日
土

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

松
本
市
駅
前
会
館　

中
会
議
室

　

☎
０
２
６
３
‐
３
３
‐
２
９
６
６

※
詳
し
く
は
、国
際
青
少
年
研
修

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-7940］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、2/12

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、1/28

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日、2/14

■もみの湯［☎74-2911］
1/19、2/2

　1月 　２月

J a n u a r y  t o  F e b r u a r y

　 　 　 　   15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15

募　

集

日
曜
就
農
相
談

イ
ベ
ン
ト

小
学
生
〜
高
校
生
の

春
休
み
海
外
派
遣

10

長
野
県
行
政
書
士
会

第
29
回
無
料
相
談
会

森
林
文
化
学
習
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
講
演
会

県
福
祉
大
学
校
学
生

財団法人国際青少年研修協会ホームページアドレス
http://www.kskk.or.jp

伸びよ　原っ子　育てよ　原っ子
家庭でも地域でも　みんなのつながりを大切に

家庭では

地域活動に参加すると

子どもを持つ親は

原村教育委員会

　家庭はすべての教育の出発点です。家族の心やすらぐ居場所であるとともに、子ども
たちにとっては、生活のリズムと、人との関係の在り方や社会のルールの大切さを学ぶ
重要な場所です。我が家の様子についてもう一度みつめ直してみましょう。

・会話を通じて家族のきずなを深めましょう。
・子どもの経験の幅を広げましょう。
・家庭のルールを基本に、社会のルールを教えましょう。
・お手伝いで役割と助け合いの気持ちを深めましょう。
・地域の中で、家族の居場所をみつけましょう。

　地域の中の、人と人とのつながりが少なくなったと言われ久しいですが、そのことが
一つの要因として地域で子どもを育てる「教育力」が低下したと言われています。
　地域活動を通して大人が地域の中心となりつながっていくことが、子どもが伸び伸び
成長できる地域社会を取り戻すきっかけとなります。大人も子どもも地域の活動にかか
わりましょう。

・自分の子ども以外の地域の子どもとふれあう機会が増えます。
・子育ての体験などを地域の人たちと共有したり情報交換ができます。
・地域への貢献を実感でき、仕事以外のつながりができます。

子どもは

・親、先生以外の大人とふれあう機会が増えます。
・地域で育まれていることを実感し、地域の一員という意識が生まれます。
・学校とは違った異年齢間の空間を体験できます。

地域の人たちは

・職業や趣味で培った知識や技術を社会に生かすチャンスとなります。
・地域に住む人々のつながりが強まって、地域の防犯にもつながります。
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13 12

れ
る
明
る
い
デ
ザ
イ
ン
。

②
応
募
資
格

　

長
野
県
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
、通
学
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
可
能（
年
齢
性
別
は
不
問
）

で
す
。1
名
に
よ
る
複
数
作
品
の

応
募
も
可
能
で
す
。

応
募
方
法
・
応
募
条
件
●
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、長
野
県「
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
」の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
の
取
扱
い
●
採
用
作

品
は
、長
野
県
生
活
排
水
広
報

委
員
会
他
、関
係
機
関
が
行
う

広
報
等
に
継
続
し
て
使
用
す
る

予
定
で
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先
●
長
野

県
生
活
排
水
広
報
委
員
会 
事
務

局　

〒
3
8
0
‐
8
5
7
0　

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下

6
9
2
‐
2　

長
野
県
庁
6
階

　

環
境
部
生
活
排
水
課
内

　

☎
0
2
6
‐
2
3
5
‐
7
2
9
9

　

４
月
か
ら
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
県
内

在
住
者
で
、
学
習
意
欲
旺
盛
で

あ
り
、
積
極
的
に
社
会
参
加
を

目
指
す
方
。

学
習
期
間
及
び
時
間
●
２
年

  

１
日
４
時
間　

年
間
18
日
程
度

学
習
内
容
●
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
、社
会
参
加
活

動
を
行
な
う
た
め
の
広
い
分
野

の
学
習
・
実
践
を
行
い
ま
す
。

学
習
会
場
●
諏
訪
教
育
会
館

募
集
人
員
●
１
２
０
名

授
業
料
●
５
，０
０
０
円
／
年

そ
の
他
、教
材
費
や
学
生
自
治
会

な
ど
の
諸
活
動
に
要
す
る
経
費

が
か
か
り
ま
す
。

▽
長
野
県
地
域
い
き
い
き
実
践
塾

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
県
内

在
住
者
で
、
講
座
終
了
後
、
地

域
で
社
会
参
加
活
動
を
積
極
的

に
行
う
意
欲
の
あ
る
方
。

学
習
期
間
及
び
時
間
●
１
年

　

１
日
４
時
間  

年
間
16
日
程
度

学
習
内
容
●
地
域
参
加
活
動
を

実
際
に
行
う
た
め
の
仲
間
づ
く

り
や
活
動
に
必
要
な
知
識
、技
能

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
学
習
や
実

践
活
動
を
行
い
ま
す
。

学
習
会
場
●
諏
訪
合
同
庁
舎

募
集
人
員
●
30
名

受
講
料
●
１
，０
０
０
円
／
年

そ
の
他
、教
材
費
や
実
習
経
費
、

自
治
会
活
動
な
ど
に
要
す
る
経

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
共
通
事
項　

募
集
案
内
●
市
役
所
・
町
村
役

場（
高
齢
者
福
祉
担
当
課
）・
諏

訪
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。な
お
、（
財
）長
野
県

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
の

応
募
資
格
●
東
京
都
内
・
近
郊
に

所
在
す
る
、４
年
制
大
学
へ
進
学

予
定
の
男
子
学
生
。

募
集
人
員
●
15
名

所
在
地
●
東
京
都
調
布
市
若
葉
町

（
京
王
線
仙
川
駅
下
車
５
分
）

所
要
経
費
●

　

入
館
金　

４
０
，０
０
０
円

　

館
費　
　

５
５
，０
０
０
円

　
　
　
（
夕
食
代
を
含
む
月
額
）

　

個
室
電
気
料
は
使
用
料
に
よ
る

選
考
面
接
日
●

　

第
１
回　

２
月
27
日
日

　

第
２
回　

３
月
6
日
日

　

第
３
回　

３
月
13
日
日

　

第
４
回　

３
月
20
日
日

　

午
後
１
時
か
ら
長
善
館
で
行

な
い
ま
す
。

応
募
方
法
●
面
接
日
前
日
必
着

で
、
公
益
財
団
法
人
諏
訪
郷
友
会

事
務
局
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
１
８
２
‐
０
０
０
３　

東
京
都

調
布
市
若
葉
町
１
‐
43
‐
１

※
詳
し
く
は
、
長
善
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
請
求
先
及
び
問
い
合

わ
せ
先
●

　

財
団
法
人
諏
訪
郷
友
会
諏
訪

事
務
局
（
小
口
俊
吉
方
）

　

☎
２
７
‐
０
６
２
５

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
23
年
度

第
１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。　

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。働
き
な
が

ら
学
び
、大
学
卒
業
・
教
養
を
深

め
る
・
仕
事
に
活
か
し
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間
●
２
月
28
日
月

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
放
送
大
学
長

野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
‐
２
３
３
２

　

長
野
県
で
は
、県
民
の
皆
さ
ん

へ
の「
生
活
排
水
施
設
」に
関
す
る

啓
発
活
動
を
、更
に
親
し
み
の
持

て
る
も
の
と
し
、か
つ
、こ
の
取
組

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
●

　

２
月
28
日
月
必
着

応
募
要
件
・
資
格
●

①
応
募
要
件

　

長
野
県
の
清
ら
か
な
水
環
境

や
豊
か
な
水
循
環
を
保
全
し
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
、年
齢

や
性
別
を
問
わ
ず
、広
く
親
し
ま

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

心配ごと相談所　問☎79-7228
　◇日時／２月６日（日） 午後１時30分～午後５時
　◇場所／保健センター２階
　◇担当／五味勇吉相談員、小平きく代相談員

国民年金出張相談会　問☎23-3661
　◇日時／２月２日（水） 午前10時～午後３時
　◇場所／富士見町役場
　◇担当／岡谷年金事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
　◇日時／土曜日・日曜日・祝日・第３火曜日以外
　　　　　午前10時～午後６時
　◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）

税務相談所　問☎28-6666
　◇日時／２月９日（水）午前10時～正午
　◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
　◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
　◇日時／２月10日（木）午前10時～午後３時
　◇場所／諏訪地方事務所
　◇担当／長野県交通事故相談所松本支所の
　　　　　交通事故相談員

街角なんでも無料相談会
　◇日時／第３土曜日　午前10時～午後３時
　◇場所／ベルビア３階マリオローヤル会館
　◇内容／社労士（就業規則・労働相談・年金等）
　　行政書士（遺言・相続・農地・建設許可等）
　◇担当／行政書士・社労士
　問☎79-5425(行政書士)
　問☎24-2416(社労士)

村県民税申告相談会　問☎79-7923
　◇実施日／２月16日（水）～３月11日（金）
　◇担当／住民財務課職員
　◇詳細は７ページに掲載してあります。
　◇２月18日（金）は税理士会主催の確定
　　申告書作成指導会を同時開催します。

お
知
ら
せ

多
重
債
務
相
談
窓
口

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
先
●
市
役
所
・
町
村
役
場

ま
た
は
諏
訪
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課
へ
持
参
し
て
い
た
だ
く

か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
●（
当
日
消
印
有
効
）

　

２
月
１
日
火
〜
28
日
月

入
学
決
定
●
３
月
下
旬
に
諏
訪

保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
か
ら

通
知
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●
諏
訪
保
健
福

祉
事
務
所
福
祉
課

　

☎
5
７
‐
２
９
１
０

　

新
規
借
入
が
困
難
と
な
っ
た

方
、
ま
た
は
多
額
の
借
金
返
済

に
困
っ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間
●（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
30
分

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
●
財
務
省

関
東
財
務
局　

長
野
財
務
事
務

所「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

　

☎
0
2
6
‐
2
3
4
‐
2
9
7
0

　
　
　
　
　
　
（
相
談
窓
口
直
通
）

　

社
会
体
育
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
テ
ニ
ス
教
室

　

②
１
／
16
日　

③
１
／
23
日

　

④
１
／
30
日　

⑤
２
／
６
日

　

⑥
２
／
13
日　

午
後
７
時

■
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

　

⑦
１
／
17
月　

⑧
１
／
24
月

　

⑨
１
／
31
月　

⑩
２
／
７
月

　

⑪
２
／
14
月　

午
前
９
時

■
南
諏
親
善
ス
ケ
ー
ト
大
会

　

○
１
／
22
土   

午
後
４
時
40
分

　

会
場
＝
茅
野
国
際
ス
ケ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
１
／
22
土

　

正
午
〜
午
後
5
時

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
１
／
27
木　

午
後
７
時
30
分

■
村
民
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

○
１
／
29
土   

午
前
８
時

■
ス
キ
ー
教
室

　

①
２
／
３
木　

②
２
／
８
火

　

午
後
６
時
30
分

　

会
場
＝
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場

■
利
用
者
会
議

　

○
2
／
９
水　

午
後
７
時
30
分

■
諏
訪
地
方
ス
ケ
ー
ト
大
会

　

○
２
／
11
金　

　

会
場
＝
茅
野
国
際
ス
ケ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

■
タ
ッ
チ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

「
持
続
可
能
な
生
活
排
水
対
策

の
推
進
」公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

募　

集

学
生
寮「
長
善
館
」館
生

長野県「持続可能な生活排水対策を推進する公式キャラクター募集」ホームページアドレス
http://www.pref.nagano.jp/kankyo/seihai/kouhou/kouhou.htm

県
シ
ニ
ア
大
学
・
県
地
域

い
き
い
き
実
践
塾
学
生

　

○
２
／
13
日　

午
前
９
時

中
央
公
民
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　

⑩
１
／
22
土　

⑤
２
／
５
土

　

午
前
９
時
30
分

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

⑩
１
／
17
月　

⑪
２
／
14
月

　

午
後
１
時
30
分　

午
後
７
時

■
操
体
法
入
門
講
座

　

①
１
／
18
火　

②
２
／
1
火

　

③
２
／
15
火  

午
前
９
時
30
分

■
吊
し
雛
教
室

　

○
１
／
20
木
②
‐
３　

　

○
２
／
３
木
②
‐
４  

　

午
前
10
時

■
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ

　

②
１
／
21
金  

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習

　

①
１
／
24
月　

②
１
／
26
水

　

③
１
／
28
金　

午
後
７
時

■
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
（
要
予
約
）

　

○
１
／
31
月  

午
後
１
時
30
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

○
２
／
２
水　

午
前
10
時

■
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
教
室

　

①
２
／
４
金　

②
２
／
７
月

　

③
２
／
９
水　

午
後
７
時

■
ふ
れ
あ
い
学
級

　

⑪
2
／
10
木  

午
後
１
時
15
分

　

（財）長野県長寿社会開発センターホームページアドレス   
http://www.nicesenior.or.jp/

放
送
大
学
４
月
入
学
生

放送大学ホームページアドレス
http://www.ouj.ac.jp

長善館ホームページアドレス
http://www.suwakyouyuukai.org/chouzenkan/

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の
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福
島
県
に
三
春
町
と
い
う
町
が
あ

り
ま
す
。登
山
家
の
田
部
井
淳
子
さ

ん
の
出
身
地
で
、私
と
は
些
か
知
見
が

あ
り
ま
す
。こ
の
町
の
町
づ
く
り
が
す

ば
ら
し
い
の
で
す
。イ
ベ
ン
ト
で
も
直

売
所
で
も
や
た
ら
と
人
出
が
多
い
の

で
す
。一
流
の
田
舎
町
な
の
で
す
。

　

こ
の
町
は
城
下
町
で
し
た
か
ら
、人

と
人
の
繋
が
り
が
強
く
排
他
的
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
人
が
い
い
の
で

す
。ど
ん
な
人
に
も
ヨ
ソ
モ
ノ
に
も
挨

拶
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
。挨
拶
は
人

づ
き
あ
い
の
基
本
で
す
か
ら
大
切
で

す
。第
一
、
そ
の
地
域
の
活
気
を
感
じ

ま
す
し
、
挨
拶
が
な
い
と
閉
鎖
的
だ

な
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。挨
拶
か
ら

い
ろ
ん
な
話
に
入
っ
て
行
け
て
、
そ
の

地
域
を
知
る
こ
と
も
、そ
の
人
を
知
る

こ
と
も
出
来
る
訳
で
す
。こ
の
町
の
大

ら
か
さ
と
発
展
を
予
感
さ
せ
ら
れ
て
、

何
だ
か
楽
し
く
な
り
ま
す
。今
は
車

社
会
で
そ
の
土
地
の
人
と
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
挨
拶
は
特
に
重
要
で
す
。道
で
も

親
切
に
教
え
て
も
ら
う
と
、
空
が
一
段

と
明
る
く
な
っ
た
様
な
気
分
で
す
。わ

が
原
村
も
ヨ
ソ
の
人
か
ら
、
こ
う
思
わ

れ
て
る
か
な
ぁ
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

　

城
下
町
で
し
た
か
ら
皆
祭
り
が
好

き
で
す
。何
処
に
も
負
け
な
い
山
車
祭

り
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ま
で
も
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。無
類
の
踊
り
好
き
は
、

正
月
か
ら
で
も
盆
踊
り
を
踊
っ
て
し

ま
い
ま
す
。祭
り
が
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

衰
退
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

町
を
活
性
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。城
下
町
で
す
か
ら
至
る
所

歴
史
の
産
物
で
す
。地
域
学
の
出
発
で

す
。地
元
を
良
く
知
る
と
共
に
仲
間
づ

く
り
も
出
来
た
の
で
す
。次
は
足
り
な

い
知
識
は
輸
入
だ
と
ば
か
り
、
知
識

人
や
学
者
を
呼
ん
で
（
そ
れ
も
一
度
に

３
〜
４
人
）話
を
聞
き
、交
流
会
を
開

き
ま
し
た
。多
様
な
講
師
を
呼
ん
で

ま
す
か
ら
、
多
様
な
人
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。ど
う
い
う
町
に
し
よ
う
と
い
う

話
に
は
、う
っ
て
つ
け
で
し
た
。目
標
が

出
来
て
自
治
会
や
商
店
主
に
や
る
気

が
出
て
来
ま
し
た
。

　

丁
度
運
よ
く
新
幹
線
の
停
車
駅
が

隣
市
に
出
来
て
、
都
会
の
便
利
さ
を

持
っ
た
田
舎
町
を
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は

開
放
的
な
背
の
低
い
生
け
垣
に
囲
ま

れ
、
電
柱
や
塀
の
な
い
す
っ
き
り
と
し

た
街
並
み
と
な
り
、ど
の
家
も
が
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
み
、
そ
れ
が
人
々
に

潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。通
り
に
は
順

に
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
が
並
び
、

公
衆
ト
イ
レ
や
ベ
ン
チ
も
あ
り
、
観
光

客
や
足
の
弱
い
人
も
困
り
ま
せ
ん
。近

く
に
は
商
業
施
設
と
美
術
館
や
図
書

館
も
あ
り
、
狭
い
範
囲
で
一
通
り
の
用

事
は
総
て
済
み
ま
す
。町
は
蘇
り
人
々

は
溌
溂
と
し
て
人
生
を
送
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
当
時
言
わ
れ
は
じ
め
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
は
し
り
で
あ
り
、

「
う
る
お
い
・
緑
・
景
観
モ
デ
ル
都
市
」

の
第
一
号
と
し
て
建
設
省
の
指
定
を

受
け
た
の
で
し
た
。

　

勿
論
こ
ん
な
こ
と
は
財
政
困
難
な

今
日
で
は
望
む
べ
く
も
な
い
こ
と
で
す

が
、
ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
て
、
町
の
活

性
化
に
異
文
化
を
取
り
入
れ
、
住
民

で
侃
々
諤
々
と
し
て
、
ま
と
め
上
げ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。人
々
の
や
る
気

が
い
か
に
力
と
な
る
か
見
せ
つ
け
ら
れ

た
の
で
す
。住
民
こ
ぞ
っ
て
一
流
の
村

を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
、

と
て
も
大
切
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

原
村
長　

清
水　

澄
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第
１
2
7
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
１
月
20
日
木

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
7
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
次
の
と
お
り
原
村
誕
生

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
平
成
22
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
22
年
９
月
30
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

　

沿
道
の
山
林
等
か
ら
の
倒
木

や
道
路
上
に
張
り
出
し
た
枝
の

落
下
・
落
雪
に
よ
り
、通
行
中
の

車
両
等
が
損
傷
す
る
事
故
が
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、樹

木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問

わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

道
路
上
の
事
故
の
未
然
防
止

の
た
め
に
も
、自
宅
の
庭
や
山
林

に
樹
木
を
所
有
の
皆
さ
ん
は
、次

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
い
た

だ
き
、日
頃
か
ら
樹
木
を
適
正
に

管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
道
路
上
に
樹
木
や
枝
が
張
り

出
し
て
い
る
場
合
に
は
、樹
木
の

■
日
時
／
２
月
22
日
火

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

　

開
会　

午
前
10
時

■
場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
／
記
念
品
の
贈
呈
、
記

念
撮
影
、
歯
の
話
な
ど
。

※
保
護
者
の
方
は
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
施
設
へ
の
通
所
通

園
に
要
す
る
交
通
費
等
に
対
し

て
補
助
し
、障
害
児
等
の
福
祉
の

向
上
を
図
る
事
を
目
的
と
し
た

補
助
金
で
す
。

①
県
内
、県
外
の
心
身
障
害
児
通

園
施
設
に
通
園
す
る
児
童
及
び

付
添
人
の
通
園
に
要
す
る
交
通

費
。

②
原
村
及
び
近
隣
市
町
の
障
害

者
等
共
同
作
業
所
や
社
会
福
祉

施
設
に
通
所
す
る
方
の
通
所
に

要
す
る
交
通
費
。

③
県
内
の
心
身
障
害
児
施
設
に

入
所
し
て
い
る
児
童
の
帰
省
又

は
介
護
者
が
面
会
の
た
め
、又
は

県
内
の
心
身
障
害
者
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
の
帰
省
の
た
め
、

介
護
者
が
有
料
道
路
を
利
用
し

た
場
合
の
通
行
料
。

何
れ
も
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

不
妊
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
ご

夫
婦
に
対
し
て
不
妊
治
療
に
か

か
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

■
対
象
者
／
不
妊
治
療
を
行

な
っ
て
い
る
ご
夫
婦
で
、村
内
に

１
年
以
上
在
住
し
、か
つ
、医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
夫
婦
。

　

た
だ
し
、長
野
県
が
実
施
す
る

不
妊
治
療
の
給
付
を
受
け
た
ご

夫
婦
に
つ
い
て
は
、そ
の
給
付
年

度
が
終
了
す
る
ま
で
は
、村
が
実

施
す
る
体
外
受
精
及
び
顕
微
授

精
に
係
る
助
成
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

■
補
助
金
の
額
／
不
妊
治
療
に

要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、医
療
保

険
の
一
部
負
担
金
及
び
医
療
保

険
適
用
外
治
療
費
の
合
計
額
の

５
割
と
し
、年
額
10
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、医
療
保
険
各
法
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
及
び
付

加
給
付
等
が
あ
る
場
合
は
そ
の

額
を
控
除
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
保
健
師
が
申
請
方

法
、必
要
書
類
等
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
の
で
、事
前
に
必
ず
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

むらのかかりつけ医のコーナーは、しばらく掲載をおやすみします。

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

第
71
回
原
村
誕
生
会

伐
採
又
は
枝
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
傾
い
て
い
る
木
や
枯
れ
木
な

ど
、道
路
上
へ
の
倒
木
の
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
は
、樹
木
の
伐
採
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
病
害
虫
に
よ
る
松
枯
れ
、ナ
ラ

枯
れ
等
は
放
置
す
る
と
倒
木
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、防

除
・
伐
採
等
の
措
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
強
風
、大
雨
、大
雪
の
後
に
は
、

道
路
上
へ
の
倒
木
、落
枝
、落
雪

等
の
お
そ
れ
が
な
い
か
、特
に
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
を
発
注
者
と
す
る
建
設
工

事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に
か
か

る
測
量
、調
査
、設
計
及
び
工
事

監
理
の
業
務
の
入
札
参
加
を
希

望
す
る
事
業
者
は
、入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
と
そ
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

下
記
受
付
期
間
中
に
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
、平
成
23
・

24
年
度
の
入
札
参
加
を
希
望
す

る
事
業
者
は
必
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
原
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

道
路
へ
の
倒
木
、枝
の

張
り
出
し
に
注
意

村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
住
民
財
務
課
財
政
係

　

☎
79
‐
7
9
2
4
（
直
通
）

問
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
79
‐
7
9
2
1
（
直
通
）

　

2
月
1
日
火
〜
28
日
月

　

保
育
園
や
幼
稚
園
へ
入
る
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
１
月
の
開
設
日 

　

18
日
火
、
20
日
木
、
21
日
金
、

　

25
日
火
、
27
日
木

■
２
月
の
開
設
日 

　

1
日
火
、
3
日
木
、
4
日
金
、

　

8
日
火
、
10
日
木
、
15
日
火

■
開
設
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

原
村
障
害
児
等
通
所

通
園
事
業
補
助
金

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

不
妊
治
療
助
成
事
業

問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

＝これからの催し物＝

★ボランティアグループ
「星の子」による劇
日時／1月30日（日）
　　 午後１時30分～
場所／原村図書館２階
内容／劇
　「セロ弾きの
　　　　ゴーシュ」

★図書館
　　おたのしみ会
日時／２月２日（水）
　　 午後４時～
場所／原村図書館２階
内容／絵本の読み聞か
せ、紙芝居、本の紹
介、折り紙工作

※どちらも、どなたで
も自由に参加できます。
　お友達をさそって、
大勢おでかけください。

　

戦国を終わらせた女たち
童門冬ニ（日本放送出版協会）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

母・お市と浅井の３姉妹が信長・
秀吉・家康に求めたものは、すべ
ての戦国女性の悲願である「平和
の実現」だった。尾張地方に古来
伝わるという平和の象徴「あゆち
の風」は、果たして安寧をもたら
すのだろうか…史伝風歴史小説。

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後６時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、１/28（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

東慶寺花だより
井上ひさし（文藝春秋）

どうしても夫と別れたい。離婚を
望み、決死の覚悟で駆け込み寺
にやってきた女たち。けれどもそ
の理由は、どれもこれも一筋縄で
はいかなくて…。涙と笑い、愛と
ゆるしを描く連作短篇。

山本周五郎  傑作集  20枚
★朗読CDを所蔵しました。

今、心打つロマン！庶民を愛し、
庶民の中に生きた周五郎が奏で
る美しい人間愛の世界。そして人
間が改めて人間を発見する、そ
んな面白さが満喫できる、魅力あ
ふれる傑作短編集。

◎収録内容
1.夜の辛夷　2.かあちゃん　
3.わたくしです物語　4.おさん
5.ひとごろし　6.糸車　
7.よじょう　8.おたふく　
9.なんの花か薫る　10.寒橋　
11.一人ならじ　12.釣忍　
13.四日のあやめ　
14.並木河岸　15.泥棒と若殿　
16.三年目　17.青嵐　
18.おもかげ抄　19.野分
20.裏の木戸はあいている

新着CD

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

あかちゃんがやってくる
ジョン・バーニンガム作　ヘレン・オクセンバリー絵　谷川俊太郎訳（イースト・プレス）

もうすぐ、あかちゃんがやってく
る。ねぇ、ママ、あかちゃんに
「こないで」って言えないの？ね
ぇ、ママ、はやくあかちゃんにあ
いたいよ。兄になる男の子の不安
と期待を描く。世界的絵本家、夫
妻初めての共作絵本。

ぼくの図書館カード
ウイリアム・ミラー文  グレゴリー・クリスティ絵  斉藤規訳（新日本出版社）

本と出会ったぼくは、肌の色が違
っても自由を求めてやまない人び
とがいることを知った。1920年
代のアメリカ南部に生きる黒人の
子どもを主人公に、本を読む楽し
さや図書館の魅力について描い
た絵本。
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原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
す
ぎ
に

　
　
　
　
　
　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。年
初
め
、
み
な
さ
ん
の
食
卓
に
は
、
ど
の
よ
う

な
ご
馳
走
が
並
び
ま
し
た
か
。

　

忘
年
会
・
新
年
会
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
普
段
よ
り
も
食
べ
過

ぎ
・
飲
み
過
ぎ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

３
６
５
日
休
む
こ
と
な
く
働
い
て
い
る
胃
腸
で
す
。年
末
年
始
で
外
食
・
飲
酒
の
機
会

が
グ
ッ
と
増
え
る
と
、
胃
腸
に
か
か
る
負
担
は
倍
増
し
ま
す
。楽
し
く
お
い
し
い
食
べ
方
・

飲
み
方
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。そ
こ
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク
で
す
！

　

◆
胃
腸
を
困
ら
せ
て
い
る
度
チ
ェ
ッ
ク
◆

１
．ラ
ー
メ
ン
に
こ
し
ょ
う
、う
ど
ん
に
唐
辛
子
を
入
れ
る
と
き
は
10
回
以
上
振
り
入
れ
る

２
．キ
ム
チ
鍋
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
汗
を
か
く
ほ
ど
辛
い
の
が
好
き

３
．外
食
用
に
こ
し
ょ
う
や
唐
辛
子
を
持
ち
歩
い
て
い
る

４
．刺
激
物
を
食
べ
た
後
に
胃
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ
る

５
．刺
激
物
を
入
れ
た
料
理
を
食
べ
た
翌
日
、便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る

６
．熱
い
め
ん
類
を
食
べ
る
の
は
他
の
人
に
比
べ
て
早
い

７
．熱
い
め
ん
類
は
最
初
に
ス
ー
プ
を
飲
む

８
．コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
熱
い
飲
み
物
は
、冷
め
な
い
う
ち
に
す
ぐ
飲
ん
で
し
ま
う

９
．塩
辛
い
食
べ
物
が
好
き

10
．甘
い
お
菓
子
に
は
目
が
な
い

判
定

　

１
つ
で
も
該
当
す
る
項
目
が
あ
れ
ば
要
注
意
！
と
く
に
４
〜
５
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

す
で
に
胃
腸
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
か
も
。ま
た
９
に
当
て
は
ま
る
人
は
胃
腸
だ
け
で
な

く
高
血
圧
に
も
、10
に
当
て
は
ま
る
人
は
肥
満
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
上
手
に
飲
め
ば
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
効
果
も
あ
り
ま
す

が
、
飲
み
方
に
よ
っ
て
は
胃
腸
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。ア
ル
コ
ー
ル

と
う
ま
く
つ
き
合
う
に
は
、次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

◆
ア
ル
コ
ー
ル
飲
み
過
ぎ
度
チ
ェ
ッ
ク
◆

１
．飲
む
と
き
は
日
本
酒
で
２
合
以
上
は
必
ず
飲
む

２
．ウ
イ
ス
キ
ー
や
焼
酎
な
ど
、強
い
酒
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
飲
む
の
が
好
き

３
．お
酒
は
空
き
っ
腹
で
飲
む
の
が
お
い
し
い

４
．飲
む
と
き
は
、ほ
と
ん
ど
お
つ
ま
み
を
食
べ
な
い

５
．辛
子
明
太
子
や
キ
ム
チ
な
ど
、刺
激
の
強
い
お
つ
ま
み
が
好
き

６
．夜
10
時
過
ぎ
ま
で
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
よ
く
あ
る

７
．飲
み
過
ぎ
て
二
日
酔
い
に
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

８
．お
酒
を
飲
む
と
た
ば
こ
の
本
数
が
増
え
て
し
ま
う

９
．夜
寝
る
前
に
寝
酒
を
す
る
こ
と
が
多
い

判
定

　

該
当
す
る
項
目
が
１
つ
以
上
あ
る
人
は
、
胃
腸
に
負
担
を
か
け
る
お
酒
の
飲
み
方
を
し

て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
、
お
い
し
い
食
事
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
と
未
成
年
者
の
飲

酒
が
問
題
と
な
り
ま
す
。若
者
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
毎
年
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。皆
が

よ
い
一
年
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課　

保
健
師　

大
和
田
美
帆
）

あっさりブラウニーレシピ69★材料（18cm角型１台分）

小麦粉....................100g

ココア（無糖）........40g

黒糖..........................50g

ベーキングパウダー

...................... 小さじ1/2

豆乳......................150cc

サラダ油............大さじ2

はちみつ............大さじ1

アーモンドダイス....30g

☆つくりかた

①黒糖に豆乳を入れ、良く混ぜる。黒糖が溶けたら
サラダ油・はちみつを加え更に混ぜる。
②小麦粉とココアとベーキングパウダーをふるい入
れ混ぜる。
③アーモンドを入れて混ぜたら型に流しこんで平ら
にならす。
④180℃のオーブンで20分程焼く。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
1月9日（日）～1月15日（土）

1月16日（日）～1月22日（土）

1月23日（日）～1月29日（土）

1月30日（日）～2月5日（土）

2月6日（日）～2月12日（土）

2月13日（日）～2月19日（土）

㈱有賀水道

南部建設㈱

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

☎72-4017

☎79-5720

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日
各地区　指定箇所

資源物

 2月10日（木）

粗大ごみ

 2月28日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 3月7日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 3月14日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 3月28日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 1月22日（土）

■今月の納税等
・村県民税（普通徴収４期）
・国民健康保険税（普通徴収10期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収10期）
・上・下水道使用料（11・12月分）
・介護保険料（普通徴収10期）
納期限・口座振替日……１月３１日（月）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・1月18日・1月25日・2月1日・2月8日・2月15日

■人の動き
・人口 7,908人 （＋9） 　　転入 21
・男 3,938人 （±0） 　　転出 11
・女 3,970人 （＋9） 　　 出生 6
・世帯数 2,909世帯 （＋5） 　　 死亡 7

平成22年12月末現在。（　）内は先月比。
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毎週水曜日

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀２２９９-１
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後７：００～午後９：００
・診療科目／小児科（けがは除く）（中学生以下）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）
※受診の際は、事前に電話で症状を伝えた上で、
　お越しください。

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

１月16日日

期　日 医　科 薬　局
尖石診療所
☎71-6211

こぶし薬局
☎71-6202

１月23日日 桜井内科医院
☎72-6010

１月30日日 八ヶ岳診療所
☎79-7001

オギノショッピングセンター  フジモリ薬局
☎71-2578

２月６日日

フジモリ薬局原店
☎79-5751

２月11日㊗

原村診療所
☎79-2716

日医調剤ちの薬局
☎82-7820

こうのハートクリニック
☎72-1661

けやき薬局
☎82-2864

往診クリニックちの
☎82-4104２月13日日

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

砂糖を控えてありますが、
コクがあっておいしいです。

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

■一般家庭系可燃ごみ排出量（４月～11月累計）
　※事業系ごみは除いてあります。　　　　　　　　単位：kg

３市町村全体
原村分

一般収集

  9,135,560
　　 768,230

個人持込
631,770
 17,330

焼却移行量

   9,767,330
  　 785,560

率（%）

 100.0
 　8.0

　１月１７日（月）　地域福祉センター
　１月３１日（月）　地域福祉センター
　２月１４日（月）　地域福祉センター
　》時間：午前９：４５～午前１１：００
　》内容：リラックス気功
　》問い合わせ先：保健福祉課　健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎７９ー７７０３（直通）

心身の機能を維持し、健康な生活を送るために開催します。
概ね６５歳以上の方が対象で、無料で参加できます。
送迎はありませんので、時間までに会場へお越しください。

原村介護予防教室

フジモリ薬局原店
☎79-5751

実施日・受付時間種　別 対象者場所
1月

2月

健 康 相 談
先天性股関節脱臼検診

母 乳 学 級

健 康 相 談
育 児 相 談

乳 児 健 診
三 種 混 合

む し 歯 予 防 教 室
Ｂ Ｃ Ｇ

２ 歳 半 歯 科 検 診

３ 歳 児 健 診
離乳食教室11・12ヶ月コース

17日月

19日水

27日木

25日火

７日月

８日火

26日水

３日木

２日水

９日水

15日火

10日木

午後１：00～午後３：00

午後１：00～午後１：15

午後１：30～

午後１：00～午後１：15

午後１：00～午後３：00

午前９：30～午前11：00

午後１：15～午後１：30

午前９：45～午前10：00

午後１：00～午後１：10

午後１：00～午後１：15

午後１：00～午後１：15

午前９：45～午前10：00

保健センター２階

保健センター２階

保健センター２階

保健センター２階

保健センター２階

保健センター２階

地域福祉センター

保健センター２階

地域福祉センター

保健センター２階

保健センター２階

中央公民館

希望者

H22年８､９､10月生

希望者（要予約）

希望者

希望者

H22年３､６､９月生

７歳半～H22年６月生

希望者

H22年10月生

H20年６､７､８月生

H19年12月生、H20年１月生

H22年２､３月生

原村診療所
区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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　社会体育館では、１２月から２月までバウンドテ
ニス教室が始まり、２２名の受講者が汗を流してい
ました。教室ではネット際のプレーやスマッシュ・ス
トロークの練習をした後、メンバーを換えながら和
やかな雰囲気で試合を行っていました。また、この
教室で知り合った方で同好会を作り、年間を通し
て活動していて、メンバーを随時募集しています。
詳しくは社会体育館へお問い合わせ下さい。

　終日全面禁煙をおこなっている施設に対して、
「信州おいしい空気の施設」として認定している
もので、今回、社会・文化施設で、中新田公民館が
諏訪地域で初の認定となりました。中新田公民館
では、昨年から建物内全面禁煙を実施し認定とな
り、県から認定証として「おいしい空気の施設」
のステッカーが贈られました。今後、他の地区から
も認定される施設が増えることを期待したいと思
います。

　原小学校リコーダー合奏団は、１１月２８日に東
京都江戸川区総合文化センターで行われた「ＴＢ
Ｓこども音楽コンクール東日本大会」Ｂブロック
で優秀賞を受賞し、清水村長へ報告しました。こ
の東日本大会へは、長野県大会で最優秀賞を獲得
し、長野県代表として出場しました。
　リコーダー合奏団は４年生から６年生の１６名で
構成され、その内８名が６年生ということで、最後
の大会で優秀の美を飾ることができました。

　米の食味検討会が中央公民館で行われました。
会場には、原村農業技術者連絡協議会や農業委
員会、村関係者が集まりました。今年は猛暑だっ
た為、高冷地では猛暑の年は米が豊作と言われ
ますが、今年は田植え後の低温が原因で穂がつか
ず、平年並みの収穫となりました。村内生産の生
育方法の異なる米と魚沼産コシヒカリを含めた４
種類を食べ比べ、審査した結果、どの米も僅差で
あり、明確な差は出ませんでした。また、今回は米
粉で作ったうどんの試食やそば打ち体験なども
行われました。

　原村保護司会では、小・中学校から８３名の応
募があった、社会を明るくする運動作文コンテス
トで、３名の児童・生徒に原村長賞を授与しました。
　これは、昭和２４年から始まったもので、今年で
６０回を迎えました。受賞した児童・生徒は以下
のとおりです。
小学校の部　清水　大樹（小６）「助け合うこと」

中学校の部　小池　大勝（中１）「いじめ」

　　　　　　小林　芽実（中２）「障害者について」

　今年で６２回目の「人権週間」となる１２月４日
から１０日に合わせて、Ａコープ原村店前で人権街
頭啓発を行ないました。今回の啓発重点目標「育
てよう一人一人の人権意識〜思いやりの心・かけ
がえのない命を大切に」の下、人権擁護委員をは
じめ、清水村長らが買い物客へ声を掛けていまし
た。またこの日は、特設人権相談所を開設し、毎
日の暮らしの中で困っていること等、悩みを抱え
た方の相談に応じていました。

　原村防犯組合女性部会では、防犯講習会を行い
ました。この講習会では、茅野警察署吉江生活安
全課長から、茅野警察署管内で起きた事件・事故
の発生件数や事件内容、近隣市町で起きている子
どもに対する声掛け事案などの話がありました。
原村駐在所からも村内で起きている空き巣や車
上狙いについて、きちんと施錠することでかなり
の被害を防ぐことが出来ると説明していました。
また、原消防署からは、住宅用火災警報器の設置
の大切さについても話がありました。

　今年度から新たな講座として、切り絵教室が始
まりました。講師には、原村在住の切り絵作家　
日達れんげさんをお願いし、全３回の日程で行い
ました。教室では、年賀状にも使える干支や羽子
板、また、春らしい草花など、日達さんが描いた下
絵を受講者は慎重に切っていました。→

おいしい空気の環境づくり
　信州おもてなし事業に認定

原小リコーダー合奏団　
　　　　　優秀賞を受賞

防犯組合女性部会
　　　　　　防犯講習会

社会を明るくする運動
      作文コンテスト表彰

平成２２年度の米の
　　　　　　食味検討会バウンドテニス教室  始まる

お正月の切り絵教室

人権擁護委員　街頭啓発


